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シリコーン工業会について 

• シリコーン工業会（Silicone Industry Association of Japan 略称 SIAJ）は
1967年8月に発足し、日本国内でシリコーン製品を製造・販売する企業に
よって組織されています。 

2 

会員構成 

 旭化成ワッカーシリコーン株式会社 

 JNC株式会社 

 信越化学工業株式会社 

 東レ・ダウコーニング株式会社 

 モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社 



Silicones Environmental, 
Health and Safety Center of 

North America 

Centre Europeen 
des Silicones 

日本：シリコーン工業会 

旭化成ワッカーシリコーン 
信越化学工業 
JNC 
東レ・ダウコーニング 
モメンティブ・パフォマンス・マテリアルズ 

世界のシリコーン工業会 について 
日本・米国・欧州の3地区にシリコーン工業会が組織化されており、お互
いに協力し合い、活動しています。 

Global Silicone Council （GSC) を組織し、その元で活動しています。 
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http://globalsilicones.org/


シリコーン工業会(SIAJ)の活動概要 

• 各種のシリコーン製品がほとんど全ての産業分野で使用され、私たちの
日常生活と大変密接なつながりをもっています。 
このシリコーンについての正しい知識の普及をはかり、広く社会に寄与す
ることと同時に、シリコーン工業の健全な発展を目的としています。  

• 海外のシリコーン工業会（SEHSC/CES）と協力して、特に、シリコーンの
環境・安全・健康に関する共同研究および情報交流を推進しています。 
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シリコーン工業会(SIAJ)の食品用容器包装に対する取組み 

• シリコーンゴム食品接触用途ポジティブリストを作成 
1985年1月に第1版発行、2013年4月に全面改定 

• 現在内部資料として取扱い 
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サプライチェーンにおけるシリコーンメーカーの位置づけ 

シロキサン シリコーン シリコーンゴム 加工 製品 

シリコーンメーカー 成形メーカー ユーザー 
モノマー → ポリマー（重合） 

ポリマー＋充填剤＋ α   
    （配合）  

シリコーン配合物
＋助剤＋熱 

容器 
包装材 
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シリコーン工業会の守備範囲 



GSC  
メンバー会社 

顔料 
添加剤 
硬化剤 

顔料 
添加剤 
硬化剤 

海外 
シリコーンメーカー 

SIAJ  
メンバー会社 

国内加工メーカー 海外加工メーカー 

小売り店 

輸入商社 商社 



会員企業の事例紹介 
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CREATING TOMORROW`S SOLUTIONS 

第６回食品用器具及び容器包装の規制に関する検討会 2017.2.8 
 
シリコーン工業会 会員企業の取組み事例 
 旭化成ワッカーシリコーン株式会社 



 

  

 

  

旭化成ワッカーシリコーン株式会社  1 of 4 

旭化成ワッカーシリコーン株式会社 概要 

ドイツ・ブルクハウゼン工場 

商号     旭化成ワッカーシリコーン株式会社 
Wacker Asahikasei Silicone Co.,Ltd 

沿革    
 

１９９９年１０月１日、旭化成・ワッカーケミー社の合弁会社として設立 

資本金 １０．５億円（旭化成株式会社 ５０％、Wacker Chemie AG ５０％) 

事業内容 シリコーンオイル、シリコーンエマルジョン、シリコーンレジン 
シリコーンエラストマー、高分散シリカ、シランに関する製造・開発・販売 

事業所 本社：東京都千代田区神田錦町２丁目９番地（コンフォール安田ビル３F） 
つくば事業所・技術センター：茨城県筑西市向上野１５００－３つくば明野工業団地
内 

役員 代表取締役社長 二宮 聖、代表取締役副社長 枝 享二 
取締役 吉田浩、クリスチャン・ハーテル、山越 保正、クリスチャン・ギンバー 
 

従業員数 約１００名 
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旭化成ワッカーシリコーン 
製造と開発 
各種シリコーンオイルの乳化・シリコーン
ゴムのコンパウンディング etc. 

原料および製品の輸入 

お客様の 
Job-To-Be-Doneに 

応える製品とサービスの提供 

旭化成株式会社 

つくば事業所 東京本社 

市場アクセス 
応用・加工技術 

ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

ドイツ  
ワッカー ケミー社 

 
旭化成ワッカーシリコーンの技術および製品供給体制 

1914設立, 日本法人1983年 

合弁1999年 

1931設立 
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 ワッカーは、化学品製造や半導体産業における技術リーダーです。 

 私たちは、世界の主要な産業のために技術革新や新製品の開発を押し進めます。 

 私たちは、幅広い分野へのソリューションと技術革新を提供しています。 

世界の主要産業へ提供される製品とソリューション 

自動車と輸送  
 

建設 エネルギー 
電気電子 

コーティングと
塗料 

接着剤と 
シーラント 

コンシューマー
ケア 

エラストマーと  
プラスチック 

紙、フィルム  
OAロール   

再生エネルギー 繊維、レザー 
不織布 

半導体 製薬 

食品 ヘルスケア   複合材料 農業 化学品産業 工業バイオテク
ノロジー 
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弊社はシリコーン材料を供給する立場であり、基本的に顧客である容器包装材加工メーカーが、材
料の最終的な仕様を決定する 。 

安全性確保の取組み 

 シリコーンゴムについては、単独で「告示370号」の一般規格と材質別規格 を満たしている物だけ
を販売。 （自主基準） 

1. 包装材メーカーから材質の保証を求められる場合 

告示370号の規格に加えて、米国FDA、ドイツBfR 等のポジティブリストに適合していることの
証明書（独自書式）を発行 

2. 新規用途、特殊な用途の場合 

 顧客が最終仕様の包材で告示370号の規格試験を行っていることを確認 
（可能な限り） 

 場合によっては、最終包材と同質と想定される試験片にて告示370号の規格試験を実施 

 合成樹脂の添加剤として使用される場合（シリコーンオイル等）では、包装材メーカーからポリ衛協
の「確認証明書」を求められることが多い。 ポリ衛協に加盟し「「確認証明書」を取得している。 

旭化成ワッカーシリコーン (株) 
 食品用器具・容器包装の安全性確保への取組み 











事例 食品用器具・容器包装の安全
性確保への取り組み 
        （離型剤） 



事例 食品包装容器用（離型剤） 
信越化学ホームページより 

・食包用離型剤を開発する際には、三衛協のPLから構成成分を選定 
 
・安全・安心を担保するため、三衛協の確認証明書制度を利用 
 



事例 食品包装容器用（離型剤） 





PL制度化に対する意見・要望 

• 輸入品の品質問題等もあり、PL制度化には基本的に賛成であるが、解決
すべき課題が多く、拙速な導入は避けるべきである。 

• シリコーンメーカーだけではなく、ゴム成形加工業や容器包材メーカー等
のサプライチェーン全体で管理する必要がある。 
その際、サプライチェーン内の情報伝達の仕組みだけでなく、営業秘密情
報（CBI）が担保できる仕組みが必須である。 

• 溶出量管理は莫大な労力と時間がかかることが予想されるため現実的で
はない。添加量管理が望ましい。 

• 海外法規のPLも参照した上で、国際的なハーモナイズが望ましい。 
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